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前報
1)で “マサ土

"を
床土としたメロン栽培を試みた。その結果、果実の品質を左右する糖度は全

ての処理区で14.9%以上の高い水準にあり充分に満足できるものであった。しかしながら、奉作の定

植時期である3月中旬から4月 にかけては気象状況の不安定な日が多く、温室内の温度および地温と

もに低く経過し、メロンの生育に好適な環境状態の維持が困難であり、初期生育の遅れが日立った。

そこで今回は定植直後の活着を促進し、メロンの初期生育の均
一化を目指す方法としてマルチ栽培を

行った。すなわち、メロンの生育を促進し果実の肥大を図るうえから、地温上昇に対して異なる性質

を持った異色のフイルムを用いてその効果を検討し、併せてメロンの生育や品質に及ぼす影響につい

て調査した。

材料及び方法

温宗メロン
“
アールス東海R230"の 種子を、1993年2月 20日に温度30℃の定温器内で24時間催芽

させた後、9 cmポットに鉢上げして育苗した。本葉がほぼ2.5棄時の 3月 16日に、1列の長さ16m、畝

幅140cmの植床に株間40cmの2列植えで定植した。

マルチ資材として透明 (ポリフイルム)、黒色 (ポリフイルム)お よび白色 (多子L質フイルム)を 用

いた。また、対照区として裸地区をもうけ、 1列 4処理区として 4反復行った。

生育調査は草丈、茎径、葉径、葉緑素含量及び果径について行った。各処理区の栽培株20株中、両

端よりそれぞれ 4株 を除いた12株を供使し4日間隔で経時的に測定した。なお、案緑素含量はミノル

タカメラ株式会社製の実緑素計 SPAD-502を 使用した。

施肥量は 1本当たりN-10g、 P205~12g、 K2①
~10gと し、基肥としてその70%を 施用した。

迫肥は定植後15日日の 3月 31日とネット発現前の 5月 2日にそれぞれ15%ず つを施用した。

果実の収穫は交配後55日目に行った。収穫後の品質調査は、室内の常温で 3日間放置後、各処理区

から無作為に 6個体ずつを抽出し供試した。果実の総合的な外観評価は、 5名 の栽培者の肉眼により
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ネット発現の強gs、網日の大小、盛 り、果皮色およびネットの外観について行った。すなわち、ネッ

トの密なもの5-粗 いもの 1、盛 り大 5-小 1、果皮色の白5-緑 1、外観の総合点が優 5-劣 1と

して 5段階評価を行った。また、果肉は Bttx及び果肉厚を除き上記 5名による品質評価を行い、可食

適期の軟 5-硬 1、黄色 5-白 色 1、香気良 5-不 良 1の 5段階で示した。

草丈の経時的変化を見ると、透明区および黒色区で生長が最も良く、裸地区と白色区では初期生育

が遅れた (第1表)。すなわち、20節位における摘心時 4月 14日の段階で、黒色区に比べて裸地区では

4日、白色区では約 8日の成長の遅れを認めた。

第 1表  草 丈 (cm)の 経時的変化

果結

月 / 日
処理区 3/29  4/2 4/6  4/10  4/14 4 ///18 4///22     4///26

裸地区  2 3 . 3 a

黒色区  3 2 . 5 b

白色区  2 2 . 5 a

透明区  2 9 . 5 b

139,Ob    139.9a

144.Ob    144,4a

126.3a    134.4a

140.6b    140,7a

32.lb

48,9C

26.5a

46.4b

50.5b

76.3C

36.2a

74.2C

68.lb

98.7C

45.2a

96.4C

98,7b

131.OC

65.la

139.OC

127.8b

142.5b

101.4a

139.Ob

*a～ cは ダンカンの多重範囲検定 (5%有 意水準)

茎径 (生長点下約20cm)の経時的変化でも、 4月 14日までは同様に黒色区および透明区で肥大が大

きく、裸地区および白色区の肥大が遅れた。しかし、 4月 18日以降から最終調査日の 4月 26日におけ

る有意差は認められなかった (第2表)。

第 2表  茎 径 (HIHl)の経時的変化

月 / 日
処理区 4/2 4///6 4///10 4///14 4///18 4///22 4///26

裸地区  7.Oa

黒色区  7.3ab

白色区  6.8a

透明区  8.lb

7 . 5 b

8 . 8 C

6 4 a

8 , 9 C

7 . 4 a

8.lab

7 . 3 a

8 . 8 b

7 . 9 a b

8 . 8 C

7 . 7 a

8 . 4 b C

8 . 2 a

8 . 7 a

8.7a

8 . 7 a

8 . 9 a

9 ` l a

8 . 9 a

9 . 2 a

9 . 4 a

9 . 5 a

9 . 7 a

9 . 5 a

*a～ cは ダンカンの多重範囲検定 (5%有 意水準)

第 3表は最下位実より10葉目の実の最大横径を示している。白色区では初期生育の遅れが顕著であ

り、調査期間を通して他の処理区に比較して白色区は葉が小さかった。また、処理区の中では黒色区

および透明区で肥大が大きかった。

第 3表  葉 径 (cm)の 経時的変化

月 / 日
処理区 4/6 4///10 4 ///14 4///18 4///22 4///26

裸地区  1 1 . 8 b

黒色区  1 7 . O C

白色区   8 . 5 a

透明区  1 6 . 6 C

17.lb

21.9C

12.2a

21.7C

20.6b

24.lC

16.Oa

24.2C

22.lb

25.OC

18.9a

25.lC

23.7b

26.3C

20.3a

26.9C

23.9b

26,7C

20.6a

27.2C

*a～ cは ダンカンの多重範囲検定 (5%有 意水準)
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最下位突から7実 目の棄緑素の経時的変化を見ると、何れの処理区においても定植後18日の 4月 6

日の値は低く、生育が匠盛になるに従ってその値も高く推移した。調査時期により僅かな変動は認め

られるが、調査期間を通して白色区が高く推移し、黒色区が低い値を示した。(第4表 )

第 4表  柔 緑素の経時的変化 (SPAD値 )

月 / 日

処理LX~ 4///6 4/10 4///14 4///18 4///22 4///26

裸地区

黒色区

白色区

透明区

40.6bC

38.7a

41.8C

39.7ab

4 1 . 2 a

40.5a

42.2a

40.5a

47.9a

45.6a

51.3b

48.lab

52.Oa

49.4a

54.Oa

52.la

52.3ab

48.9a

57.lb

51.2ab

52.3ab

48.9a

54.lb

5 1 . 5 a b

*a～ cは ダンカンの多重範囲検定 (5%有 意水準)

第 5表では果実重およびネットを主とした外観の評価を示した。果笑重は全ての処理区で日標とす

る果重1,5kgからみると小さかった。また、処理区間では、黒色区および透明区がそれぞれ1,43kg,

1.47地と大きく、裸地区および白色区はそれぞれ1.35整,1.32kgと小さかった。外観に及ぼす影響に

ついては、いずれの評点においても白色区が低い値を示した。特に白色区の総合的な外観評価につい

ては、数値以上にその評価は低いものとして観察された。その他の処理間では透明区でわずかに高

く、黒色区と裸地区の外観評価に差は認められなかった。

第 5表  果 実重量及び果実外観の評価

処理区 果実重量(g) 密度
S

揃
t

盛 り
u

太さ
r

外観
W

裸地区

黒色区

白色区

透明区

1,350.Oa

l,432.5ab

l,322.5a

l,468.8b

3 . 5 b

3 . 6 b

3 . 3 a

3 . 5 b

2 . 5 b

2 . 7 C

2 . 3 a

2 . 6 b

3 . l b

3 . 3 C

2 . 6 a

3 . 3 C

2 . 6 b

2 . 6 b

2 . 3 a

2 . 6 b

2 . 8 b

2 . 8 b

2 . 3 a

3 . O C

*a～ cは ダンカンの多重範囲検定
*s～ wは 外観の状況を密 5～粗 1、 太 5～ 細 1等 と5段 階で表示した。

果肉品質を見ると、Brix(%)は 、黒色区および透明区の両区が15%台で高く、白色区は14.3%と処

理区間で最も低く、裸地区はほぼこの中間の値を示した (第6表)。果肉厚については、白色区が僅か

に小さい傾向が認められた。しかし、他の処理区間の有意差は見られなかった。熟度及び香気につい

ては、白色区と他の処理区間には明かな有意差が認められた。また、果肉色については処理区間の差

は認められなかった。しかし、白色区は成育の遅延が原因で収穫適期前の調査であり、果肉の硬さか

ら数値以上の白さが観察された。

第 6表  果 肉の品質

準
１
水
良
意
不
有

”

％
５
５
良

処理区 Brix 果肉厚(cm)  熟  度
X

果肉色
y 香 気

Z

裸地区

黒色区

白色区

透明区

1 4 . 6 a b

15.3C

1 4 . 3 a

15.ObC

4 . O a b

4 . l b

3 . 8 a

4 1 b

3 . 4 b

3 . 5 b

3 . l a

3 . 5 b

2 . 5 a

2 . 4 a

2 . 3 a

2 . 5 a

2 . 5 b

2 . 5 b

2 . l a

2 . 5 b

良気
≫
香
準

ヽ

水
１
意
白
有

”

％
４
５
黄

＊

＊

a～ cは ダンカンの多重範囲検定
x～ zは食味テストで硬 5～軟 1、
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第 7表 に果実肥大の経時的変化を示 した。淑J定開始 日の 4月 26日の玉径は、黒色区および透明区の

肥大が順調であり、裸地区および白色区で劣った。なかでも白色区は交配日の遅延と肥大のバラつき

が大きく、淑」定可能な果実が少なかった。メロンの初期生育の遅れは交配日の遅れにつなが り、以降

の肥大と収穫時期の果実品質に影響をおよぼした。測定開始 (交配後)後 22日目にあたる 5月 20日の

果実肥大はいずれの区も順調であり、白色区も気温の上昇に伴なってその生育も進み、この時期には

処理区間に有意差は認められなかった。 6月 1日 の
“
水切 り
"以
後の横径の肥大も4日 に 1-2 mln程

度進み最終調査 日まで続いた。

第 7表  果 実横径の肥大経過 (cm)

月 / 日
処理区 4/26  4/30  5/4 5/8 5/12  5/16  5/20  5/24  5/28  6/1 6/5 6/9

裸地区

黒色区

白色区

透明区

3 . O a  6 . O b  8 . l b

6 . 3 b  8 . 7 C  9 . 9 C

4 . 3 a  6 . 4 a

6 . 6 b  8 . 9 C 1 0 . 2 C

10.Ob ll.3ab 12.lab 12.5a 12.6a

ll.Ob ll.7b 12.lab 12.5a 12,7a

8.la 10.3a ll.4a 12.2a 12.6a

ll.2b 12.Ob 12.4b 12.7a 12.9a

12.9a 13.Oa 13.Oa 13.la

12.8a 12.9a 13.Oa 13.la

12.8a 13.Oa 13.Oa 13.la

13.Oa 13.2a 13.3a 13.3a

*a～ cは ダンカンの多重範囲検定 (5%有 意水準)

温室メロンの周年栽培においては、季節に適合した栽培管理の重要性が指摘されている
2,3,7,8)。

また、果実の品質面においては、果形、ネットの盛 り、およびバランスを主とした外観は重要な要素

である
5,9,12)。しかしながら、果実の品質の良否を決定づける最大の要因は糖度であり

4)今
なお、栽

培者の特殊技術的手法によって高品質メロンの生産が行われている
2,3.6)。

前報
I)ではマサ土土壌における基肥の量と追肥時期の相違がメロンの生育に及ぼす効果について調

査した。その結果、初期生育の遅れが果実重の低下をまねくことが明らかになった。したがって本研

究ではメロンの初期生育を促進させる方法として各種異色のマルチシートを使用して、メロンの生育

調査や果実品質の調査を行った。

透明マルチは弱光下でも地温上昇能力があり
12)、
草丈は黒色区、透明区、裸地区および白色区の順

で生育が進んだ。特に白色区の初期生育の遅延の影響は大きく、その後の生育は緩慢であり、調査終

了時までその影響が続いた。このことは定植前からの地温の上昇が白色のために太陽熱の吸収や蓄積

が他の区に比べてその効率が劣ったことに起因したと推察された。茎径も初期生育が遅れた 4月 10日

の段階では小さかった。しかし、定植26日目の 4月 14日頃よりその肥大は著しく、調査終了時では処

理間で有意差はなく、むしろ、他の処理区に比べて僅かに肥大が進む傾向がみられた。このことは 4

月以降の気温および地温の上昇が進むにつれメ占ンをとりまく環境要因が好転し、他の処理区とほぼ

同様の環境条件となり、生育が促進されたものと推察された。

棄径は果実に近い10棄目の横径の最大値を経時的に測定した。測定開始から終了時にかけて、黒色

区および透明区の横径は大きく、白色区のそれは小さく、裸地区はほぼ中間の値を示しており処理間

に明かな有意差が認められた。上位部および下位部の実径についてのデータはないが地温上昇の遅れ

は、初期の根の活性を阻害し、要素吸収の遅延につながったものと思われる。

棄緑素は最下位部より7葉目を経時的に測定した。今回は淑」定開始日を早め、かつ、測定終了時を

同時にするために、摘心を行なう第20葉のほぼ1/3にあたる7棄目を調査案として選んだ。全ての生

育調査項目に関して最も低い価を示した白色区において、調査期間をとおして他の処理区よりその含

察考
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量が高かった。おそらく白色区では初期生育から果実肥大期にかけて実の生長が抑えられ、その結

果、美緑素の実面積当たりの蓄積量が多くなったものと思われる。

メロンの初期生育の遅れは、果実の肥大に影響をおよぼし、相対的にその果径は小さくなる
L7)。

また、ネット発生前の追肥は、果実の肥大を促進する傾向が認められる
1)。また、果実の大きさも

1.5整程度のものがネットの行度や盛 りなどの外観を向上させる傾向がある
10)。
果実重量は透明区>

黒色区>裸 地区>白 色区の順となった。とくに、透明区と白色区の差は146.3gと大きかった。また、

裸地区の果実重は1,350gとやや小さく黒色区および透明区との間で有意差が認められた。マルチ区

においては定植 7日前よリマルチングを行い地温上昇対策を講じた。その結果、白色区を除いた黒色

区および透明区においては、裸地区に比べてメロンの初期生育が圧盛とな り、摘心時期が早 くなっ

た。このことは、白色区および裸地区の交配日が遅れる結果となり、果実のネット発現日や収穫適期

の遅れにつながった。さらに、収稜日の果実重および外観の評価を考干低下させる要因の
一つとなっ

た。

メロン果実の品質の良否を決定する主要な要素は果形、ネットおよび糖度である
。12)。なかでも

糖の占める割合は高く、メロンは糖の多少が品質の良否の基準とさえ考えられている
4)。
果肉の品質

は裸地区の果肉色を除き、全ての調査において黒色区および透明区が優れた。とくに感応テス トによ

る呑気については、白色区においては他の処理区との差が大きく評点が低かった。今回の調査では総

体的にメロン独特の方香は全ての処理区において若千不足気味に感じられた。このことは、祝覚や味

覚による調査であり、白色区の糖度が他の処理区に比べてやや低く、未熟果ではないかという先入観

がはたらいた結果と推察した。また、茎径を除いた全ての調査項目で最も生育の劣った白色区で糖度

は14.3%と比較的高い価を示した。このことは
“
水切り
"時
期に晴天日が多く、収穫前の養分吸収の

制限につながり糖の集積が促進されたことと、果実重が1,322.5gと処理区間で最も小玉であ り、糖

の濃縮現象が起ったものと思われた。

“マサ土
"土
壌における温室メロン栽培に各種異色のマルチ用フイイルを施用し、春植えメロンの

生育と品質におよぼす影響について検討した。

1,草 丈の初期生育は黒色区および透明区の伸びが著しかった。この両区の摘心時の4月 14日には透

明区>黒 色区>裸 地区>白 色区のlllRとなり、最長の透明区と最短の白色区の差は73.9cmと大き

く、裸地区および白色区の摘心時期が遅れた。また、摘心時における生育差は交配日の不揃いと

して現れた。すなわち、黒色区および透明区の交配盛期と裸地区および白色区のそれは、それぞ

れ 4日間隔で遅れた。このことは、黒色区および透明区の収穫適期に比較して、裸地区および白

色区の収穫適期が遅れ、果実辞1質の差につながった。

2.黒 色区および透明区の交配盛期である4月 18日の棄径は、自色区の肥大が他の処理区に比較して

小さかった。しかしながら、茎径および葉緑素含量については処理間の差はなかった。

3.以 上の結果より、 3月 定植のマサ土土壌におけるメロンの床土栽培は、地温上昇対策として黒色

および透明マルチフイルムの施用効果が大きく、メロンの生育を促進し果実の品質を高めること

が 分 か っ た 。

本実験を進めるに当たって協力を得た技能補佐員久留嶋益恵氏に感謝の意を表する。

要摘

辞謝
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S u r r l m a r y

Effects of film mulching on fruit grOwth and quality of “ Earl's Tokai R230" me10n 、 vere

exarnirled ln spring the plants were grown in the Masa soil under greenhouse conditions As

materials for muiching,the following films were used,1)transparent polyethylene film,2)black

polyethylene film,3)white porOus film.

l ln both the transparent and black polyethylene plots, plarlt height was excellent at early stages

of plant gro、vth while in the plots of white porous film and the control, 、vhere no fillII mulching

was practiced, the plants were smal1 0n April 14, the plant height difference between the

extremes 、vas 73 9cm. The topping tilne and pollination date 、vere also delayed about 4 days

、vhen the growth was depressed due to lo、 v temperatures in the soil Delaying of the growth、vas

kept until harvest The fruit quality、vas poor in such p10ts as white film and the control, where

plant gro、vth 、vas delayed

2. In the plots of black and transparent films the date of full bloorn 、vas April 18 、vhile in the

plot of white filrrl the date 、vas delayed The leaf area and the stem diameter was also small in

the latter Ho、vever, there 、vas no difference in chlorOphyll content among the plots

3 1n order to keep the soll temperature high in early spring, black film mulching as well as

-12-



transparent fillll mulching M′as effective

stage Vヽas important to get high quality

Promotion of plant gro、 vth in the earlyin the Wiasa soll

fruit at harvest
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